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札幌大学について



札幌大学の沿革

1967(S42)年 ◎ 開 学 [建学の精神] 生気あふれる開拓者精神
経済学部（経済学科）、外国語学部（英語学科、ロシア語学科）

1968(S43)年       〇 女子短期大学部設置（2023(R5)年閉学）
2013(H25)年    〇 5学部制から1学群(学部）1学域(学科)13専攻制に移行

「地域共創学群」
～地域において他者と共に新たな価値を創造する
「地域共創力」を身につけた人材の育成を目指す～

2021(R 3)年  〇 新校舎「SUCole」完成
2022(R 4)年  〇 1号館耐震化工事完了

〇 サッポロドラッグストア店舗が本学敷地内にオープン
（データサイエンス教育でも連携）

2023(R 5)年  〇 コロナ禍の経験やDX・GX等を踏まえた
新・中期計画 （2023～2027）の策定

60周年（2027）

教員数 83名、 職員数 83名

学生数 2,890名（大学） 7名（大学院） 2024年5月1日



関心に応じて特定（主専攻）の専門知識をじっくり深く学ぶ

学群でも学部学科と同様に，卒業時に 「学士」を授与
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「地域共創学群」 一学群制

2013年



１学群８専攻



レイターマッチング【2023年度入学生実績】

地域共創学群→専攻に所属 ：147人

入学時の専攻→他専攻へ変更：057人

※２年進級時に専攻を選ぶ

「レイターマッチング」

約30％



経営学会計 マーケティング

スポーツ文化

会社法

➀札幌大学の特徴である「学群」とは？

経営学を学んで，
将来はスポーツ競技団体を経営したい

最新の金融理論を学んで，
これから発展する国でビジネスを興す

日本のマンガ・アニメを楽しめる，
海外観光客向けゲストハウス運営が目標

金融

異文化
コミュニケーション

マーケティング

貿易 ICT

日本文化

ツーリズム

起業

英語

経営学

目標や希望に向けて，専門分野と周辺分野を組み合わせた
「オリジナルな学び」ができる

さまざまな組み合わせの学び方が可能

例えば

7

「学群制」のメリット



➀札幌大学の特徴である「学群」とは？

社会が求めるテーマに沿って大学が編集した学び

8

履修モデル （パッケージ）

◆ 専攻横断型の「みらい志向プログラム」 ヨコの学び



アイヌ文化スペシャリスト養成
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専門知（カリキュラム）

＝大学が用意した（組み立てた）学び

英語科目

日本文化
科目

マネジメ
ント科目

日本文化を海外に伝え
る会社を起業したい！

総合知（オーダーメイド）

＝学生自身が編集する学び

みらい志向プログラム（専攻横断）例）食と観光プログラム

総合知（オーダーメイド）

＝学生自身が編集する学び

科目C科目B科目A

「タテの学び」と「ヨコの学び」



少子化時代を支える新たな私
立大学等の経営改革支援



令和6年度「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」

令和６年度～令和１０年度（５年間）を「集中改革期間」と位置づけ、少子化を乗り越えるレジリエントな私学への構造転換

を図るため、将来を見据えたチャレンジや経営判断を自ら行う「経営改革計画」の実現を図るとともに、その知見やノウハウ

の普及・展開を図る取組について、原則５年間、継続的に支援する。

CONTENTS 01

メニュー１

「少子化時代をキラリと光る教育力で乗り越える、私立大学等戦略的経営改革支援」

社会・地域等の将来ビジョンを見据え、自治体や産業

界等と緊密に連携しつつ、社会・地域等の未来に不可

欠な専門人材（グローバルな学生や社会人学生などを

含む）の育成を担う事を目的とし、教育・研究面の構

造的な転換や資源の集中等による機能強化を図ること

等により、未来を支える人材育成機能強化に向けた経

営改革を行う、キラリと光る私立大学等（中・小規模

中心）を支援するもの

支援件数 45校

支援額 ￥1,000万円～￥2,500万円

スケジュール
9～10月書類審査

12月中選定校決定



札幌大学魅力化構想（概要）CONTENTS 

札幌大学魅力化構想：

地域社会に貢献する人材を

分野横断の学びで育成する学群制の構造改革

事業名

● 学群制とレイターマッチングを基盤とした専攻
プログラム（タテ）と分野横断型プログラム（ヨ
コ）の改革を進め、両者をかけ合わせた学びの構
造へと転換

● 基盤教育の刷新と地域連携育の強化を通じ、地
域社会のニーズに即したコンピテンシーベースの
人材を育成



選定結果CONTENTS 



札大コンピテンシー



•各専攻の専門科目を複数の「専門プログラム」として
体系化

•学生は、主専攻のうちいずれかの専門プログラムを
「メジャー」として修得する。主専攻以外の専門プロ
グラムのうち、特定の科目群の修得を「マイナー」と
して認定する。

•メジャー・マイナー修得の証として、マイクロクレデ
ンシャルを発行し、学生が身につけた力を学修歴とし
て社会でアピールできるようにする。

マイクロクレデンシャルによる複眼的
専門性の獲得



次世代型教職課程に向け
た取り組み



•「必要な科目は自ら開設しな
ければならない」という原則
を緩和

•連携開設科目として他大学の
科目を履修することで，単位
認定が可能

https://www.sapporo-u.ac.jp/news/su-news/2025/03263549.html

全国初の特例による教職科目連携



社会の注目が集まった

「教職課程」共同出版㈱https://note.com/yozemi_urec/n/nff08bdcff96b



英語

商業 情報

国語

地歴

公民

保健体育

経営学専攻

法学専攻 中学社会

歴史文化専攻 中学社会

英語専攻

日本語・日本文化専攻

スポーツ文化専攻

専攻と取得可能な教員免許



2019〜2023年度の5年間の実績

中学校

社会：1人

英語：22人

国語：5人

保健体育：14人

特別支援学校

商業：8人

社会：1人

英語：2人

国語：7人

保健体育：56人

高等学校

国語：14人

公民：1人

英語：13人

保健体育：5人

地理歴史：5人

商業：9人

合計：163人

教職の現場で活躍している卒業生

校長8名、教頭・主幹・
行政職18名



•教職課程担当教員の不足と負
担増

•専任教員の定年退職に伴う後
任の不在

•教職課程の質保証を確保する
こと

•質の高い教職科目の安定的な
提供

•教員養成フラッグシップ大学
としての先進的教職プログラ
ム
• ダイバーシティ教育

• いじめの予防などに関する教育

困っていたこと 教職科目連携への期待



申請 win-win

国立 私立遠隔地



•学習者の学習負担を軽減するマイクロコンテンツ
• 10分程度のビデオ教材

•デジタルバッジの発行
• 学生のモチベーション向上

• 教務事務の効率化

• パーソナルデータの安全な取り扱い

•マイクロクレデンシャル
• デジタルバッジが単位取得につながる

オンライン教育のノウハウ



先導的な取組に関する特例として全国初の認定 

• 大阪教育大学からの提供科目について、札幌大学においては、オンライン
（オンデマンド方式）での授業が中心となることから、学生の主体的な学
びを促進するため、学生に対する履修ガイダンス、学生の受講状況の把握、
TAの配置など受講学生への積極的かつきめ細やかな支援に留意すること。

• 異なる地域の大学間の交流となる取組の特色を活かし、オンライン（オン
デマンド方式）を中心としつつも、両大学の学生が積極的に交流・議論・
意見交換等をする機会について工夫することが望ましいこと。

留意事項



教員を目指す学生のための課外活動を支援

正課の教職課程とは別に

教職センター利用料など学生負担なし

学習進捗状況の把握や支援など，自学・自習をサポート

共学相長（共に学び，共に成長する場）
負担
¥0

教職センターでの支援



•マイクロクレデンシャルだからこそ実現できた単位連携
• 小さな単位での専門知識の提供

•大学同士の特色をかけ合わせていく
• ダイバーシティ教育（大教大）×アイヌ学（札大）
→本学独自のカリキュラム

•個々の学生の独自のポートフォリオ
• マイクロクレデンシャルを集めて学生独自のポートフォリオを構築

文部科学省の令和6年
「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」

マイクロクレデンシャルへの期待



連係の検討開始

• 連係協議会の立ち上げ

• マイクロクレデンシャルの検討

• オンデマンド・オンライン授業の検討

• 単位認定プロセスの検討

• 費用負担
･･･etc.



展望

•北海道で地域の課題に向き合う

•大阪と北海道の繋がり

•プラットフォームが全国に広がる事で各地域と繋がる

•マイクロクレデンシャルで日本全体の地方振興へ

•札幌大学と全国が同じプラットフォームで繋がる



広がり
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